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遺伝子組換え農産物、食品時代の到来

小岩弘之（岩手生物工学研究センター主席研究員）
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［始めに］　　　　　　　　　いる．企業における短；ig的採算獲得を目的としたバイオ研
　ワトソンとクリックら（1953年）のDNA分子モデルの提唱以　　　究ではなく、それは中長期型の研究体制をとり自県の農業

来、遺伝子研究は著しい発展を遂げ、ここ20年間で遺伝子工　技術の高度化を狙っ納容となっている（側えば・岩手・青

学や分子生物学という新分野が現われた。現在、それらの　　　森・秋田・茨城・群馬・石川・岡山・熊本など）。

知見や基礎的成果はバイオテクノロジーという新たなる分

野で活かされ、その実用化とともに私達の生活のなかにも　　　［遺伝子組換え農産物と安全性問題について］

現実に入り始めようとしている。バイオテクノロジーには　　　　最近・新聞や雑誌・TVやラジオ等でも遺伝子組換え作物に

医薬、食品濃業などの各分野があるが、今回は遺伝子組　ついての話題が取り上tt’られ・バイオテクノ゜ジーや遺伝

換えによって新た雄質を獲得し濃作物（植物）の問題の　子組換え作物の安全性・その環境への影響に強く興味を抱

あれこれを取り上げ、考えてゆきたい。　　　　く人も多くなっているのではないだろうか・現実1こ・遺伝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子組換え作物（食品）が私達の食卓にのぼる段階となってい

［植物バイオテクノロジーのあらまし］　　　　　　　　　　　る現在も、それに対する安全性論議はつきないでいる。

植物バ材テクノ。ジー（二a一テクノ・ジー）が本格的　遺伝子組換え作物の先進国である米国・カナダ等の企業

に始まってから約2・年間が経過してQ・る．この研究分野に　は躰への自社遺｛云子組換え作物の鞘を求め・躰に安

は植物欄騒、細胞融合、分子龍（遺伝子工学）などが含　錐確認を輔していた・これに対する躰政府（農林水

まれる．バイオテクノ。ジーというと遺伝子組換え技術に　産省・厚生省）はその安全性を石雀認したとして・鰍（1996

よるものであると思い込む方もおられるでしようカ・’、ここ　年）その遺伝子組換膿産物の輸入が許可された・認められ

で認識を改めて頂たい．それは遺伝子工学のバイオテクノ．たのは・害虫への抵抗性を有するトウモ゜コシとジャガイ

。ジーの＿手段であるからである。　　　　　モ、騨剤に耐性を有するダイズとナタネの4種7品目であ

約1。年前には植物バイオテクノ・ジーへの夢と鵬は今　る・今後・この撚遺イ云子撒え作物（食品）が外国から続々

以上に大きく河能性を含め耀の技術とされた．多くは　と輸入されることになる・しかも・躰産の遺伝子組撚

植物欄膿（再分化、花粉膿、はし・犠、細胞培養、ク　作物の安全性調とともに躰製の作物も加わり・私達の

。一ン規増殖など）での成果である一方、現実には渤バ　食卓に鮭別にのることとなる・鰭別と省いたの｝査・安

イオテクノ。ジーが生みだし誠果について期待外れのも　全性が認められた遺伝子組換え作物は・米国・カナタ・多

のも多く、細胞融合技術では多数の鍾多様の実験にもか　くのヨー・ッパ諸国及び躰で1ま特別な表示は不要とされ

かわらず実用化された作物は数える1まどしかない．現在で　るからである・外見も普通の作物と区別がっかないので・普

は、次第に、植物バイオテクノ・ジーのrできること』と　通の作物と混在していても判別つかず・加工食品や食用油

rできないこと』が明かにもなってきた．そして、遺伝子工　（カノーラ油）として・私達ζま気づかぬうちに゜にすることと

学による遺伝子組換え作物の作出とその実用化が始まって　なる（現代化学1996年12月号）・一方・一般市民や遍費者団警

いるのである．バイオテクノ。ジーは世界の轍となって　の側には・食物を選択する基本的権利として「遺伝子組撚

いるのも事実である。　　　　　　　食品の表示』を求める動きも強い（朝日新聞1996年12月6嘲

10年前、あれほ拶のバイオテクノ・ジーに多数の企業　刊・生活と自治1996年9月号）・ノルウエーは『いか歯形で

（大企業から小企業、化学系企業、ベンチャー企業）がとびっ　あれ遺伝子組換え生物を含む食品と食品成分・遺伝子組換

きバイテク研究に投資したものの、採算力・取れるほどの実　え技術により生産された食品は・たとえ瞥のものζ性状・

用化までこぎ着けた企業は少なく、今日その多くはバイオ　性質が変わらないとしても・すべてX＊の義務があ至』

職の大幅縮小、または棚したのも事実である．それま　（NUTRITI・N　WEEK　1996）とした・またオーストリアのよっ1こ

で勤っていた多くのバイオ研究者。こ厳しいリストラが襲　「遺伝子組換えトウモ・コシの輸入販売を綱するには・そ

い、研究現場から去って行く人も多力・った．これに対して　の縢の検討が不＋分』として遺伝子組換えコーンの輸入

au、躰の地方自治体の多くが自前の・ミイオテクノ・ジー　禁止をし姻もある（軸新聞1996年12月23醐刊）コ

研究所を開設し始めた．これは濃産物における他県との　ここで何故・そのようなことが起こってし’るかを獣てみ

差別化を目的とし融自蹉物の開発競争が原因となって　る必要がある・繍から言うと遺lifi’組換え技術によって作



　　出された害虫抵抗性トウモロコシとジャガイモ、除草剤耐　　　子資源）の確保とその利用する権利を主張したものであった

　　性ダイズやナタネの環境に対する安全性問穎が解決されて　　　からである。また、生物多様性条約に基づき、遺伝子改変

　　いないこと。遺伝子組換え作物全般に付きまとう安全性に　　　生物の安全性を確保するための議定書がつくられることが

　　対する懸念があること。目的遺伝子導入された植物個体を　　　決定した（1995年11月）。

　選別するために使用されるマーカー遺伝子（アンピシリンな　　　　その一方で中国を始め、中南米諸国、東南アジァ諸国、＿

　　どのような抗生物質）が悪さをする危険性もあるからであ　　　部アフリカの国でもバイオテクノロジー研究とその応用化

　　る。例えば・スイスのチバガイギー社が開発した遺伝子組　　　を急速に進めている。そのための安全評価委員会や安全性

　換えトウモロコシを欧州で栽培しようとしたが、選抜マー　　　評価のガイドラインも設定されている。遺伝子組換え技術

　カーにアンピシリン耐｛生遺伝子が組込まれていた。これが　　　を始めとするバイオテクノロジーは先進諸国のものばかり

　　ヒトや家畜の体内大腸菌に組み込まれるとアンピシリン耐　　　ではなくなっているのである。そのような中で、遺伝子組

　性になる可能性があり（病気になった時、薬が効かなくなる）　　　換え作物（植物）の自然環境への放出、特殊遺伝子の自然環境

　保健衛生上問題があることから・欧州連合は栽培許可を見　　　への拡散は避けられない状況となりつつある。

　送った事実もある（現代化学1996年12月号）。最近、日本で

　は幸いなことにマt－・・カー遺伝子を含まない遺伝子導入法が　　　［我々のとるべき道］

　確立された（日本製紙・日本たばこ）。これは欧米のマーカー　　　　今や遺伝子組換え技術を利用したバイオテクノロジー一の

　遺伝子を用いた遺伝子導入法に対して安全で画期的な日本　　　流れは止めることはできない。

　独自の技術である。今後、この日本の技術がやがて世界に　　　　バイオテクノロジーを過大評価せず、バイオテクノロジー

広まるであろう・　　　　　　　　を実物大でみっめることも必要と思われる．そこで今、私

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達は遺伝子組換え作物のメリットやその安全性、環境問題

　［日本の遺伝子組換え作物に対する安全性の考え方］　　　　　を冷静に見極める眼が求められている。

　　各国が独自の安全性評価ガイドラインを設定し、それに

　従った安全性評価試験を行っている。大筋はどの国もほぼ　　　［バィオテクノ0ジー研究者の立場から］

同じ内容とされる・　　　　　　　　これまで、生物科学者は実験室という狭Q・空間の中で、興

　　躰で腱伝子組換え作物に対して・科学技術庁r組換　味ある礫研究を行い、それにより自分の知的欲求を満足

轡実験指針膿林水断膿林水産分野等における組　させることで＋分であった．しかも研究舶身、＿般社会

難の利用のための指針』・更に食品のwaは・厚生省r組　に対してあまり特男噸任をもつ必要もなかった．社会も

擬DNA技術応用食品゜食品添加物の安全醤価指針』が定め　それをあまり求めもしなかった．しかし、時代が大きく変

られており・それに従っ按全性rm試験をクリアした作物　わり、生物科学の進展とともにその購、技術が総合化し

は安全醗認がさ枇とし・その利用力河能となる・しかも　てこれまで考えられなかっ蜥しい応用技術に発展した．、く

劉な表示翻も不要とした・農林水産省等は安全性が確　イオテクノ・ジーである．社会はバイオテクノ。ジーの利

認されたものはその利用になんら問題ないとしている　用を求めている．そして繍バイオテクノ。ジーから生ま

（tec㎞゜im・vati・n1996年23号・組換膿作物早分かりQ＆　れるブ・ダクトは社会に対してreUeを著しく及ぼし、その

膿蒸省）・同様に綱カナダ・多くの欧州各国等も安　研究者の社会的役割、貴任も著しく大きくなった．それは

全性が確認された場合・その農産物や食品1こ特別表示はし　特に遺伝子組換え作物、食品の利用化に際しての安全性問

ないとした・　　　　　　　　題という点に関して著しし・．バイオテクノ。ジーによるプロ

　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダクトを考える場合、研究者は本当に必要なもので良いも

随伝子組歓体の環境問題］　　　　　のを作り出さなくてはならない．新しい技術醗をするこ
今後・遺伝子組換え作物は旭に輸入されることにもな　とと、その蹄を実際利用することとは別である．バイオ

る・また・日本でも独自の遺伝子組換え作物力・作出された　テクノ・ジーによる7Pダクト利用を行う場合に、＋分な

？・栽培されたりされよう・世界的にみても・遺伝子組換　検討や社会背景、利用に際する，臆（哲学）をも持っことが重

え鞭栽培が自然環境に大きな影響を与える可能性があ　要であろう．短絡的な開発と利用は避けるべきであろう．・

るLとを忘れてはならない・それは動植物を含めた生物の多　私はバイオテクノ・ジー研究者であるとともに生物学者と

鉾を脅かすという意味を含んでいる（現代化学1996年12月　しての立場から、バイオテクノ・ジーにおいて取り返しの

万）・ @　　　　　　　っかないことが起こらないように研究開発を行ってゆきた
　開発途上国主導で国連環境開発会議（1992年6月）が開催さ　　　い。

れ・躰をqむ157か国が生物多様性条項曙名した・しか　なお、バイオテクノ・ジーはたかだかまだ2。年搬の歴史

し・バイオァクノ゜ジー最先端を走ってV・る米国は不参加　しかなく、完成された技術ではないことを肝に命じるべき

であった・この理由は・開発途上国が自国の生獺源（遺伝　である．まだまだ陥がある発展途上の技術であることを
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も付け加えたい。それゆえに安全性面において危惧される　　　危機に対処できる可能性をもつ技術でもあるから。更に、将

こともあるのは事実である。しかし、将来、そのような困　　　来的には短絡的な思考のバイオテクノロジストの研究開発

難を乗り越えて、さらに大きく発展する可能性あることも　　　における予想外の暴走が生じるかもしれないeここで大切

事実である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのは、冷静な眼と的確な判断力を待った生物学者の役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのではないだろうか。少なくとも、生物学者は自然の中

［おわりに］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での命の尊さと意味、自然環境におげる生物の存在と相互

　咋年から欧州などで消費者団体やグリーンピース等によ　　　の係わりを学び理解しているはずである。しかも、生物生

る遺伝子組換え農作物、食品のボイコット運動がみられる　　　態系などの重要性をも十分理解しているはずである。そこ

ようになった。私達は、このような過剰反応は避け、冷静　　　から暴走者を戒めることができるものと考える。理性ある

にバイオテクノロジーの正しい利用方法を探ることのほう　　　生物学者までが暴走したパイオテクノロジストと一緒にな

が大切であろう。一方、各国政府やバイテク企業が一方的　　　って暴走してしまってはもともこもない。

に安全を唱え、国民や市民はそれに従えばよいというので　　　　今回の内容は、新潟県植物保護協会会員の中学や高校の

はこれは遺伝子組換え農作物、食品への理解も得られまい。　　先生方にとってはバイオテクノロジーと利用、その安全性

そこにパブリックアクセプタンス（一般市民の遺伝子組換え　　　問題という点で新鮮でかつ璽要なことと感じられたのでは

作物の受け入れ）問題が横たわっている。それが遺伝子組換　　　ないかと思われる。教育現場で生徒とともに皆で議論を深

え作物実用化の最大の障壁となっているのは事実であるか　　　めることはパブリックアクセプタンス問題に関わってくる

ら。OECD（経済開発協力機構）もその点を認識しており、バイ　　　と考える。機会があれば安全性問題の教育教材の一っとし

オテクノロジーの啓蒙と普及活動を世界各地で行っている　　　て利用して頂けたらと思っている。

ことも忘れてはならない。これは迫り来る人口問題と食糧
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